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平成11年度 研 究 会 報 告
全国共同利用の 一 環 とし て奈良女子大学 鈴木孝仁教
授が代表となり医真菌分子技術研究会を平成11年7月
13, 14 E]の両日に開催した . 研究部題 は病原真菌の 分
類 ･ 同定及び病原国子の 解明であり, 外部から11人 セ
ン タ ー か ら1人の研究者が , 下記 の 内容で分子技術手法
の 紹介, 研究内容が発表された. 研究会lま新しい技法の
基礎的研究と応用研究に つ い て清発な討論が行われ, 研
究者間の 情報交換と親睦が交わされた.
医薫育分子技術研究会
- 分子遭伝学手法に基づく病原真菌の分塀 ･
同定及 び病原因子の解明 ー
平成11年7月13 日- 7月14 日
プロ グラム
研究発表, およぴ問題蛙起 ･ 議論
< 病原真菌の分横 . 同定>
1) 横山耕治 (千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
｢チ トタ ロ - ム b遺伝子 に よる真菌の系続開係 に つ
い て+
2) 神戸俊夫 (名古屋大学医学部病態制御研究施設医真
菌研究部門)
｢ 真菌ア レ ル ゲ ン の標準化+
｢ト ポイ ソ メ ラ ー ゼ ⅠⅠお よぴガ ン マ チ ュ ー ブ リ ン
を療的とした真菌感染の診断と同定法開発の試み+
3) 模村浩 一 (帝京大学医真菌研究セ ン タ ー )
4) 村山壌明 (帝京大学医学部細菌学)
｢M alasBeZia 属菌種の核型解析+
｢h situ 法 に よる真菌の同定+
< 遺伝子解析とゲノ ム 解析>
1) 宮川洋三 (山梨医科大学生命科学)
｢二形性真菌Candida alb払a nsに お ける出芽酵母
M P EIl相同遺伝子の構造と機能+
2) 中島 茂 ( 岐阜大学医学部生化学)
｢Chndida atbican sの 病原性因子の探索+
3) 宮崎義弘 河野 茂 (長崎大学医学部第2内科)
｢α mdida albica n sの 5,6-de8 atur aSeJ
｢(九ndida glabr ata の P DH 1J
｢C[y p£o co c c u 8 neOfo T･ m a n Sの hsp+
4) 中川孝之 ( 名古屋大学医学部病態制御研究施設医其
菌研究部門)
｢CTa ndida alblc aTZB へ の ス ト レ ス と染色体組換え+
5) 岩口伸 一 (奈良女子大学理学部生物科学)
｢C u ida albica,LS の 倍数性考制御する遭伝子+
｢染色体再編成の パ タ ー ン+
<二形性変換>
1) 長 環 (福岡歯科大学口腰細歯学) ･
｢CTa ndida albic a n sの 二形性の分子生物学+
2) 榛山耕治(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
｢(九ndida albiean sの 二形性と微細繊維+
3) 鈴木考仁 (奈良女子大学理学部生物科学)
｢α mdida tT･OPicalis の 二 形性に つ い て+
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